
書　　評

書
　
　
評菊
池
貴
晴
『
中
国
第
三
勢
力
史
論
』

:

日
本
に
お
け
る
「
九
二
八
」
(
柳
条
湖
事
件
)
以
後
内
戦
期
に
至
る
問
の

中
国
知
識
人
を
め
ぐ
る
研
究
は
、
中
国
近
代
史
(
一
八
四
〇
～
一
九
四
九
年
)

を
政
党
史
と
し
て
で
は
な
く
、
民
衆
の
政
治
的
役
割
に
関
す
る
立
場
か
ら
具
体

的
・
立
体
的
に
考
察
し
よ
う
と
す
る
試
み
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
横
山

英
、
石
島
紀
之
両
氏
の
研
究
を
経
て
、
一
九
七
〇
年
代
半
ば
以
降
は
主
と
し
て

平
野
正
氏
と
著
者
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
本
格
化
し
た
。
知
識
人
を
め
ぐ
る
研
究

に
は
、
中
国
知
識
人
論
構
築
の
た
め
に
彼
ら
の
政
治
活
動
や
思
想
転
換
の
過
程

な
ど
を
扱
う
も
の
と
、
統
一
戦
線
運
動
史
・
民
主
主
義
運
動
史
の
全
体
像
を
創

出
す
る
た
め
に
政
党
と
は
異
な
っ
た
政
治
勢
力
と
し
て
の
知
識
人
に
注
R
H
し
た

も
の
と
の
二
つ
が
あ
る
が
、
著
者
は
一
九
七
八
年
に
「
中
国
革
命
に
お
け
る
第

三
勢
力
の
成
立
と
展
開
」
を
発
表
し
て
以
後
、
一
貫
し
て
後
者
の
立
場
か
ら
知

識
人
を
取
り
上
げ
た
。
本
書
は
死
ま
で
精
力
的
に
研
究
を
進
め
た
著
者
の
遺
稿

を
含
ん
だ
研
究
の
集
大
成
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
日
本
側
の
知
識
人
を
め
ぐ
る
研
究
は
、
中
国
で
の
研
究
に
先
行

す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
八
〇
年
代
に
入
り
、
中
国
に
お
い
て
も
よ
う
や
く
研

A

l

一

究
の
活
性
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
の
研
究
者
に
と
っ
て
、
党
史

水

羽
　
　
信
　
　
男

の
「
タ
ブ
ー
」
か
ら
完
全
に
自
由
な
地
点
に
立
ち
中
国
近
代
史
像
を
再
構
築
す

る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
外
国
人
と
し
て
の
研
究
の
視
座
を
鍛
え
る
こ
と

が
ま
す
ま
す
必
要
と
な
ろ
う
。
菊
池
氏
の
研
究
の
軌
跡
も
、
私
達
が
中
国
知
識

人
の
問
題
に
つ
い
て
い
か
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
か
と
い
う
課
題
に
、
ひ
と
つ
の

解
答
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、
著
者
が
研
究
の
基
氏
に
据
え
て

い
た
問
題
意
識
の
ひ
と
つ
は
、
菊
池
一
隆
氏
の
回
想
に
よ
れ
ば
「
教
師
、
研
究

者
の
歴
史
的
役
割
、
歴
史
的
意
義
、
知
識
人
の
姿
勢
、
お
よ
び
問
題
点
は
何
か
、

[
文
化
大
革
命
や
大
学
紛
争
か
ら
]
何
を
受
け
入
れ
、
何
に
反
論
す
べ
き
か
等

々
」
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
っ
た
三
一
四
九
頁
)
。
日
本
人
研
究
者
が
中
国
知
識

人
を
研
究
す
る
こ
と
の
存
在
意
義
は
ど
こ
に
あ
る
か
を
、
常
に
問
い
続
け
る
必

要
が
あ
ろ
う
。

本
書
の
構
成
は
次
の
通
り
。

序
(
野
沢
豊
)
/
序
章
　
中
国
革
命
に
お
け
る
第
三
勢
力
関
係
の
資
料
に

つ
い
て
/
第
一
車
　
中
国
革
命
に
お
け
る
第
三
勢
力
の
成
立
と
展
開
/
第

二
章
　
都
演
達
と
第
三
党
に
つ
い
て
/
第
三
章
　
叢
炎
培
と
中
華
職
業
教

育
派
に
つ
い
て
/
第
四
章
　
杜
重
遠
の
民
族
民
主
運
動
/
第
五
章
　
張
君

勘
と
中
国
国
家
社
会
党
に
つ
い
て
/
第
六
章
　
梁
淋
疾
と
郷
村
建
設
運
動

を
め
ぐ
る
諸
問
題
/
第
七
章
　
沈
釣
信
と
政
国
会
運
動
に
つ
い
て
/
第
八

草
　
曽
埼
と
国
家
主
義
青
年
党
に
つ
い
て
/
第
九
章
　
西
南
連
合
大
学
と
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中
国
民
主
同
盟
/
(
研
究
ノ
ー
ト
)
中
国
共
産
党
の
民
主
憲
政
運
動
の
意

義
に
つ
い
て
/
後
記
(
菊
池
一
隆
)

以
下
、
本
書
の
内
容
を
概
観
す
る
が
、
野
沢
豊
氏
の
序
お
よ
び
菊
池
一
隆
氏
に

よ
る
後
記
は
、
著
者
に
対
す
る
追
悼
記
に
止
ま
ら
ず
、
的
確
な
書
評
で
も
あ
り
、

ま
た
、
本
書
に
は
既
発
表
の
論
文
も
多
く
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
(
序
章
～
第

五
葦
)
、
拙
稿
で
は
各
章
ご
と
の
煩
璃
な
内
容
紹
介
は
避
け
る
こ
と
に
し
た
。

ま
た
、
近
年
の
研
究
史
を
絡
め
て
若
干
の
感
想
を
述
べ
て
い
く
こ
と
に
し
た
が
、

評
者
の
コ
メ
ン
ト
に
は
著
者
の
ね
ら
い
と
は
異
な
る
知
識
人
研
究
か
ら
の
も
の

も
含
ま
れ
て
い
る
。

Ⅱ

中
国
の
民
族
解
放
と
民
主
化
と
に
大
き
な
貢
献
を
な
し
た
第
三
勢
力
の
運
動

史
の
ト
ー
タ
ル
イ
メ
ー
ジ
を
創
出
す
る
た
め
、
日
次
に
明
ら
か
な
よ
う
に
本
書

は
、
一
九
四
四
年
に
結
成
さ
れ
知
識
人
の
最
大
の
政
治
団
体
と
な
っ
た
中
国
民

主
同
盟
に
結
集
し
た
三
党
三
派
　
-
　
第
三
党
・
中
国
青
年
党
・
中
国
国
家
社
会

覚
、
救
国
会
派
・
職
業
教
育
派
・
郷
村
建
設
派
　
-
　
の
代
表
的
な
知
識
人
す
べ

て
に
言
及
し
た
。
こ
う
し
た
ね
ら
い
と
構
皮
を
も
っ
た
本
書
の
第
一
の
特
徴
は
、

解
放
後
大
陸
に
と
ど
ま
っ
た
知
識
人
だ
け
で
は
な
く
、
中
国
民
主
同
盟
か
ら
脱

落
し
て
国
民
党
の
側
に
立
ち
、
今
ま
で
研
究
の
少
な
か
っ
た
張
君
勤
や
曽
埼
ま

で
も
考
察
の
対
象
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。

張
君
勤
は
ベ
ル
グ
ソ
ン
な
ど
の
観
念
論
哲
学
を
学
ん
だ
国
家
主
義
者
で
あ
っ

た
が
、
彼
お
よ
び
国
家
社
会
党
に
対
し
て
著
者
は
「
張
君
勤
は
生
来
の
改
良
主

義
者
で
あ
っ
た
。
…
…
抗
日
戦
争
中
、
張
は
民
主
的
同
志
と
と
も
に
第
三
勢
力

の
一
部
と
し
て
行
動
し
、
民
族
的
前
衛
団
体
を
指
導
、
抗
戦
勝
利
に
導
い
た
。

し
か
し
、
戦
後
は
国
民
政
府
の
権
威
に
へ
つ
ら
い
、
民
主
派
を
売
り
わ
た
し
、

政
府
側
に
た
っ
た
」
と
も
評
し
て
い
る
(
一
九
二
頁
)
。
張
君
勘
が
台
湾
へ
逃

げ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
は
、
彼
の
反
共
主
義
の
根
深
さ
、
そ
し
て
民
衆
に
対

す
る
蔑
視
感
と
権
力
へ
迎
合
す
る
性
向
に
因
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
国
家
主
義

者
・
曽
埼
が
指
導
し
た
青
年
党
に
つ
い
て
は
、
「
『
内
、
国
賊
を
除
き
、
外
、
強

権
に
抗
す
る
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
な
が
ら
、
事
実
上
、
対
外
的
に
は
帝
国

主
義
に
依
存
し
、
国
内
的
に
は
封
建
軍
閥
と
提
携
し
、
政
治
上
の
主
張
は
専
制
、

独
裁
、
反
ソ
、
反
共
、
反
人
民
的
一
個
の
半
植
民
地
、
封
建
的
フ
ァ
シ
ス
ト
集

団
で
あ
っ
た
」
と
の
評
価
が
下
さ
れ
て
い
る
(
二
九
〇
頁
)
。

以
上
の
よ
う
な
著
者
の
評
価
は
、
蒋
介
石
の
「
反
動
性
」
と
「
買
弁
性
」
を

強
調
し
、
他
方
、
四
九
年
革
命
を
高
く
評
価
し
た
こ
と
に
導
か
れ
た
た
め
か
、

従
来
の
評
価
と
大
き
く
相
違
す
る
も
の
で
は
な
い
。
だ
が
、
研
究
史
の
弱
点
を

埋
め
る
貴
重
な
も
の
で
あ
り
、
国
共
両
党
か
ら
相
対
的
に
独
自
な
立
場
に
立
っ

た
知
識
人
の
全
体
像
を
作
り
出
す
こ
と
に
大
い
に
役
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
著

者
が
張
君
勘
や
曽
埼
ま
で
を
分
析
の
対
象
と
し
た
の
は
、
単
に
三
党
三
派
を
漏

れ
な
く
研
究
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
国
共
両
党
の
未
組
織
の
部

分
の
政
治
動
向
を
抗
日
戦
争
、
さ
ら
に
は
革
命
の
帰
趨
の
重
要
な
モ
メ
ン
ト
と

し
て
重
視
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
労
働
者
を
資
本
家
に
奉
仕
さ
せ

る
よ
う
な
職
業
教
育
を
展
開
し
た
黄
炎
培
に
つ
い
て
は
、
彼
が
「
九
二
八
」

以
後
、
思
想
転
換
を
は
か
り
、
つ
い
に
は
所
謂
「
上
層
分
子
」
を
「
中
国
新
民

主
主
義
革
命
の
一
環
と
し
て
繋
ぎ
と
め
」
る
に
至
っ
た
こ
と
を
高
く
評
価
し
た

(
第
三
章
)
。
菊
池
氏
は
先
進
的
知
識
人
の
役
割
の
一
つ
を
「
上
層
分
子
」
の

抗
日
化
、
さ
ら
に
は
「
上
層
分
子
」
を
革
命
の
側
へ
移
行
さ
せ
る
こ
と
に
求
め
、

幅
広
く
彼
ら
の
運
動
を
考
察
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
菊
池
一
歳
氏

は
「
[
第
八
章
は
]
青
年
党
自
ら
抗
日
を
戦
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
同
党
が
軍
閥

を
抗
日
側
に
つ
な
ぎ
と
め
る
役
割
を
果
し
た
可
能
性
と
、
技
抑
圧
国
の
r
国
家

主
義
思
想
』
　
は
反
帝
の
側
面
で
有
意
義
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
も
あ
り
う
る
こ
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書　　評

と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
敢
行
し
て
い
る
(
三
四
八
～
九
頁
)
。
一

l
'
こ

歳
氏
の
見
解
の
適
否
は
さ
て
お
き
、
抗
日
期
に
お
い
て
は
統
一
戦
線
の
維
持
・

琶
化
が
最
重
要
の
政
治
課
題
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
著
者
は
抗

日
期
の
、
さ
ら
に
は
内
戦
期
の
統
一
戦
線
が
何
故
に
維
持
さ
れ
た
か
と
い
う
問

題
関
心
か
ら
(
知
詩
人
の
橋
頭
堕
と
し
て
の
役
割
)
を
重
視
し
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
。本
書
の
第
二
の
特
赦
は
、
抗
日
戦
争
後
に
お
い
て
も
、
「
達
ソ
容
共
扶
助
工

農
」
に
象
放
さ
れ
る
新
三
民
主
義
、
あ
る
い
は
そ
の
真
の
継
承
者
と
し
て
の
宋

慶
齢
ら
国
民
党
左
派
の
も
っ
た
政
治
的
役
割
を
か
な
り
の
程
度
高
く
評
価
し
て

い
る
点
で
あ
る
(
著
者
の
用
語
法
に
よ
れ
ば
、
江
楕
街
ら
国
民
党
改
組
派
は
左

派
に
は
含
ま
れ
な
い
)
。
す
な
わ
ち
、
著
者
に
よ
れ
ば
、
「
第
三
勢
力
の
基
軸
」

を
担
っ
た
の
は
主
と
し
て
「
国
民
党
左
派
系
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
人
び
と
」

で
あ
り
二
四
頁
)
、
彼
ら
は
中
間
派
を
組
織
し
よ
う
と
し
た
孫
文
の
代
行
者

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
視
角
は
、
著
者
よ
り
も
幅
広
い
用
語
と
し
て

左
派
を
定
義
し
て
い
る
に
し
て
も
、
国
民
党
左
派
お
よ
び
良
心
派
の
存
在
を
知

識
人
の
「
国
民
党
へ
の
見
方
の
混
乱
の
要
因
」
　
の
ひ
と
つ
と
見
な
し
た
平
野
正

氏
よ
り
は
、
彼
ら
を
高
く
評
価
し
て
い
る
こ
と
に
間
違
い
な
さ
そ
う
で
あ
る
(
平

野
正
「
中
国
知
識
人
と
民
主
主
義
思
想
し
研
文
出
版
、
一
九
八
七
年
、
一
五
三

～
四
頁
)
。
さ
ら
に
著
者
は
中
共
の
民
主
憲
政
実
施
要
求
が
新
三
民
主
義
で
貫

か
れ
、
そ
れ
ゆ
え
中
共
は
国
民
党
の
批
判
を
か
わ
し
、
中
間
派
を
引
き
つ
け
る

こ
と
が
で
き
た
と
し
て
い
る
(
(
研
究
ノ
ー
ト
)
)
。
一
隆
氏
の
指
摘
す
る
よ
う

に
、
本
書
は
「
辛
亥
革
命
、
孫
文
思
想
の
中
国
近
現
代
史
に
お
け
る
意
義
と
位

置
を
追
究
し
た
延
長
線
上
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
研
究
視
角
上
の
特
徴
と
い
う
訳
で
は
な
い
が
、
従
来
、
郡
露
奮
、

陶
行
知
以
外
に
は
充
分
に
分
析
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
救
国
会
派
の
知
識
人
の
、

「
七
・
七
」
(
「
慮
溝
橋
事
件
」
)
以
後
の
動
向
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
い
る

こ
と
を
本
書
の
特
徴
と
し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
と
く
に
、
一
九
二
七
年
以

後
、
奉
天
総
商
会
の
副
会
長
を
務
め
、
国
民
革
命
後
は
「
張
学
良
旗
下
の
有
力

な
ブ
レ
ー
ン
の
一
人
に
な
っ
て
い
た
」
杜
重
遠
の
活
動
を
フ
ォ
ロ
ー
し
た
第
四

章
は
、
実
業
の
振
興
を
救
国
の
道
と
考
え
て
い
た
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の
思

想
発
展
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
も
、
関
内
へ
と
流
亡
し
た
東
北
人
の
抗
日

運
動
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
も
興
味
深
い
。
さ
ら
に
、
「
七
・
七
」
以
後
、

彼
が
盛
世
才
の
支
配
す
る
新
疆
省
に
行
き
「
新
し
い
抗
日
根
拠
地
を
建
設
し
よ

う
と
考
え
て
い
た
」
　
こ
と
は
、
「
七
・
七
」
以
後
、
様
々
な
実
践
を
展
開
す
る

こ
と
に
な
る
救
国
会
派
の
知
識
人
の
活
動
の
一
つ
の
あ
り
方
を
示
し
て
お
り
、

今
後
と
も
他
の
知
識
人
と
の
比
較
を
通
じ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

以
上
三
点
が
本
書
の
特
散
で
あ
る
が
、
著
者
の
ね
ら
い
は
第
三
勢
力
の
果
た

し
た
政
治
的
役
割
の
全
体
像
の
構
築
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
残
念
な
こ

と
に
著
者
は
志
半
ば
で
そ
の
生
を
終
え
た
の
で
あ
る
。
あ
と
に
残
さ
れ
た
私
達

は
著
者
の
研
究
成
果
を
学
び
、
そ
の
遺
志
を
果
た
す
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
第

一
章
と
後
記
に
お
け
る
資
料
紹
介
は
簡
に
し
て
要
を
得
て
お
り
、
貴
重
で
あ
る
。

Ⅲ

こ
こ
で
は
紙
幅
の
関
係
も
あ
り
、
本
書
の
貴
重
な
成
果
の
う
ち
か
ら
第
三
勢

力
の
系
譜
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
中
国
の
最
近
の
研
究
動
向
を
ま
じ
え
な

が
ら
評
者
の
感
想
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
「
中
国
革
命
の
発
展
に
果
た
し
た

役
割
や
、
そ
の
指
導
者
の
系
譜
、
政
治
綱
領
の
関
連
な
ど
か
ら
」
、
著
者
は
「
第

三
党
[
一
九
二
七
年
結
成
]
↓
救
国
会
派
[
三
五
～
六
年
形
成
]
↓
中
国
民
主

同
盟
[
四
四
年
結
成
]
　
へ
の
展
開
を
、
第
三
勢
力
の
基
軸
と
見
な
す
」
と
し
て

い
る
が
(
一
二
～
三
頁
)
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、
平
野
氏
が
「
中
国
の
　
〝
第
三

勢
力
〟
　
の
系
譜
を
ど
こ
に
求
め
る
か
」
に
お
い
て
批
判
を
試
み
た
(
「
中
国
研
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究
』
　
九
九
号
、
一
九
七
九
年
)
。
氏
の
批
判
の
大
要
は
、
〝
第
三
勢
力
"
と
は
、

民
主
同
盟
に
結
集
し
国
共
両
党
と
は
相
対
的
に
異
な
っ
た
政
治
的
立
場
に
立
っ

て
中
国
の
変
革
を
求
め
た
一
群
の
知
識
人
が
抗
戦
勝
利
以
後
、
自
ら
を
呼
ん
だ

呼
称
で
あ
り
、
一
九
三
五
～
六
年
を
起
点
と
す
る
抗
日
統
一
戦
線
運
動
の
中
で

形
成
さ
れ
た
知
識
人
の
あ
る
特
定
の
グ
ル
ー
プ
を
意
味
し
て
い
る
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
菊
池
氏
は
第
三
勢
力
を
単
に
国
共
両
党
の
中
間
に
立
つ
も
の
と
見
な

し
、
「
九
・
一
八
」
以
後
の
民
族
矛
盾
の
激
化
の
な
か
で
思
想
発
展
を
遂
げ
た

知
識
人
の
新
た
な
運
動
の
展
開
を
正
当
に
評
価
し
て
い
な
い
。
結
局
、
菊
池
氏

は
二
〇
年
代
と
三
〇
年
代
と
の
政
治
状
況
の
質
的
差
異
を
軽
視
し
、
救
国
会
派

こ
そ
第
三
勢
力
の
起
点
で
あ
る
こ
と
を
理
解
で
き
ず
、
第
三
党
を
起
点
と
み
な

し
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

平
野
氏
の
批
判
に
対
し
て
著
者
は
、
生
前
直
接
的
に
は
何
ら
の
反
論
も
加
え

な
か
っ
た
が
、
一
九
八
〇
年
に
「
那
演
達
と
第
三
党
に
つ
い
て
」
で
第
三
党
と

救
国
会
運
動
と
の
継
承
者
を
再
び
指
摘
し
、
「
郡
演
達
は
[
三
一
年
の
死
に
至

る
ま
で
]
　
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
反
対
に
も
拘
ら
ず
、
忠
実
に
孫
文
路
線
を
守
り
、

原
則
的
に
は
国
共
合
作
に
よ
る
連
合
戦
線
を
放
棄
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
、
一

九
三
五
年
八
月
以
降
、
抗
日
民
族
統
一
戦
線
と
し
て
再
び
台
頭
す
る
が
、
先
見

の
明
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
た
(
七
四
～
五
頁
)
。
著
者
は
国
民
党
左

派
の
政
治
的
役
割
を
高
く
評
価
し
、
彼
ら
と
共
産
党
と
の
合
作
を
抗
日
戦
争
、

さ
ら
に
は
中
国
革
命
に
不
可
欠
の
も
の
と
し
て
考
え
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、

都
の
政
治
的
立
場
を
重
視
し
、
第
三
党
を
第
三
勢
力
の
起
点
と
し
て
再
び
強
調

し
た
と
い
え
る
(
平
野
氏
は
前
掲
論
文
で
、
邪
演
達
は
南
京
政
府
打
倒
を
∩
目
指

し
、
国
民
政
府
を
ま
持
し
て
い
た
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
を
敵
に
回
し
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
て
、
都
の
死
後
、
第
三
党
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
政
治
路
線
を

「
九
・
一
八
」
後
の
情
勢
か
ら
遊
離
し
た
も
の
と
評
価
し
て
い
る
)
。

以
上
が
第
三
勢
力
を
め
ぐ
る
菊
池
・
平
野
両
氏
の
見
解
で
あ
る
が
、
他
方
、

中
国
に
お
い
て
は
、
近
年
〝
民
主
党
派
史
″
　
研
究
が
活
発
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

そ
の
う
ち
『
中
国
民
主
党
派
史
』
　
と
銘
打
っ
た
二
つ
の
専
著
は
、
何
れ
も
郡
演

l
ユ

達
の
第
三
党
を
民
主
党
派
の
起
点
と
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
両
書
に
お
い
て

は
、
「
民
主
党
派
と
中
国
共
産
党
の
民
主
革
命
に
お
け
る
各
時
期
の
闘
争
n
目
標

は
基
本
的
に
一
致
す
る
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
各
民
主
党
派
の
政
治
路
線
が
検

討
さ
れ
、
中
共
と
の
同
質
性
の
程
度
に
よ
っ
て
各
民
主
党
派
が
評
価
さ
れ
る
か

ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
平
野
氏
が
「
九
二
八
」
以
後
政
治
情
勢
か
ら
遊

離
し
た
と
見
な
し
た
郡
の
「
平
民
革
命
」
に
関
し
て
も
、
そ
の
政
治
路
線
が
実

質
的
に
は
国
共
内
戦
下
の
中
共
の
革
命
路
線
と
一
致
す
る
こ
と
を
も
っ
て
、
首

定
的
に
評
価
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
中
共
の
革
命
の
成
功
を
前
提
と
し
、
革
命
の

「
同
盟
軍
」
と
し
て
の
民
主
諸
党
派
の
史
的
展
開
を
問
題
と
す
る
以
上
、
そ
の

「
雛
形
」
と
し
て
郡
演
達
の
第
三
党
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
は
当
然
と
言
え
よ

.
フ
0

評
者
は
こ
れ
ら
の
諸
見
解
に
対
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
感
想
を
持
っ
て
い
る
。

第
一
は
、
ま
ず
も
っ
て
、
そ
も
そ
も
第
三
勢
力
と
は
い
か
な
る
政
治
グ
ル
ー
プ

を
意
味
す
る
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
評
者
の
理
解
に
よ
れ
ば
、
第
三
勢

力
と
は
国
共
両
党
か
ら
相
対
的
に
独
自
な
政
治
的
・
組
織
的
立
場
に
立
っ
た
知

識
人
の
一
群
で
あ
り
、
様
々
な
思
想
憤
向
を
持
っ
た
諸
政
治
グ
ル
ー
プ
が
三
〇

年
代
半
ば
以
降
、
抗
日
と
民
主
の
旗
の
下
に
結
集
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
具
体
的
に
は
主
と
し
て
中
日
民
主
同
盟
に
結
集
し
た
知
識
人
を
指
し
て

い
る
。
従
っ
て
、
第
三
勢
力
の
含
む
範
囲
に
関
し
て
は
、
評
者
は
著
者
を
支
持

し
て
い
る
。
し
か
し
、
二
つ
の
r
中
国
民
主
党
派
史
」
　
で
は
、
著
者
が
注
目
し

た
三
党
三
派
の
う
ち
、
民
主
同
盟
か
ら
脱
落
し
て
い
く
青
年
党
と
国
家
社
会
党
、

お
よ
び
革
命
後
厳
し
い
批
判
に
晒
さ
れ
る
拓
村
瑾
設
派
と
が
民
主
政
田
同
盟
・

民
主
同
盟
の
関
係
で
言
及
さ
れ
る
も
の
の
、
"
民
主
党
派
"
と
し
て
特
別
に
章

を
設
け
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
は
い
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
政
治
グ
ル
ー
。
フ
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書　　評

l

l

一

は
民
主
党
派
に
今
日
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
評
者
は
民
主
党
派
(
な
い

し
は
民
主
派
)
と
は
、
最
低
限
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
民
主
主
義
を
求
め
た
人
び
と
を
意

味
し
て
お
り
、
本
来
第
三
勢
力
よ
り
も
含
む
範
囲
の
広
い
用
語
だ
と
考
え
て
い

る
が
、
r
中
日
民
主
党
派
史
」
　
の
視
点
で
は
、
一
九
四
九
年
の
革
命
に
同
調
し

た
か
否
か
が
"
民
主
党
派
"
で
あ
る
か
ど
う
か
の
指
標
で
あ
り
、
決
し
て
民
主

主
義
の
漂
指
の
有
無
だ
け
が
問
題
と
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
r
中
国
民
主
党
派

史
」
　
の
見
解
は
、
箪
利
者
の
視
点
か
ら
過
去
を
評
価
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
中
国
近
代
史
を
ト
ー
タ
ル
に
捉
え
る
と
い
う
研
究
課
題
か
ら
み
た
時
、

第
三
勢
力
は
、
メ
ン
バ
ー
が
四
九
年
革
命
に
至
る
過
程
で
淘
汰
さ
れ
る
に
し
て

も
、
著
者
の
想
定
し
た
よ
う
に
民
主
同
盟
の
参
加
者
と
し
て
明
確
に
位
置
づ
け

る
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
本
書
は
第
三
勢
力
研
究
の
発
展
の
た
め

に
畏
重
な
成
果
を
残
し
た
と
い
え
よ
う
。

戒
霜
心
の
第
二
は
第
三
勢
力
の
系
譜
づ
け
の
方
法
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
点
に
関
し
て
評
者
は
基
本
的
に
平
野
氏
の
立
場
を
王
持
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、

統
一
戦
線
の
内
容
お
よ
び
口
的
は
戦
略
∩
目
標
と
政
治
情
勢
の
な
か
で
決
定
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
、
統
一
戟
綿
と
い
う
極
め
て
戦
術
的
な
政
治
路
線
の
評
価
は
、

当
該
時
期
の
政
治
情
勢
と
戦
略
的
な
政
治
[
目
標
と
の
関
連
の
中
で
し
か
行
え
な

い
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
著
者
の
よ
う
に
抗
日
よ
り
「
平
民
革
命
」
を
目
的

と
し
た
都
演
達
の
思
想
を
、
国
共
合
作
と
い
う
政
党
間
の
関
係
か
ら
の
み
系
譜

づ
け
抗
日
統
一
戦
線
に
対
す
る
「
先
見
の
明
」
と
す
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
り
、

こ
う
し
た
視
点
か
ら
第
三
勢
力
の
系
譜
を
考
え
る
こ
と
に
は
問
題
が
多
い
の
で

は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
F
中
国
民
主
党
派
史
』
　
も
郡
演
達
が
中
共

と
の
合
作
を
模
索
し
た
こ
と
を
高
く
評
価
す
る
だ
け
で
、
ソ
ビ
エ
ト
革
命
を
目

的
と
す
る
中
共
と
第
三
覚
と
の
連
合
と
、
抗
日
統
一
戦
線
と
の
質
的
な
違
い
に

つ
い
て
は
注
意
が
払
わ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
著
者
は
宋
慶
齢
を
第
三
党
の
構

成
員
と
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
第
三
党
と
中
国
民
権
保
障
同
盟
の
連
続
性
、
さ
ら

に
は
救
国
会
運
動
へ
の
継
承
性
を
実
証
し
よ
う
と
し
た
が
、
宋
慶
齢
は
第
三
党

(

J

Y

と
は
一
線
を
画
し
て
い
っ
た
と
の
見
解
も
あ
る
。
従
っ
て
、
著
者
の
よ
う
に
第

三
党
を
第
三
勢
力
の
源
流
と
決
定
す
る
に
は
い
く
つ
か
の
検
討
課
題
が
残
さ
れ

て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
抗
日
と
民
主
と
を
要
求
す
る
点
で
一
致
し
、
つ
い
に
は

国
民
党
政
権
の
打
倒
=
連
合
政
府
の
樹
立
を
共
通
し
て
求
め
る
よ
う
に
な
る
第

三
勢
力
の
さ
ま
ざ
ま
な
思
想
的
岩
盤
を
二
〇
年
代
に
ま
で
遡
っ
て
み
る
こ
と
も

必
要
だ
と
思
う
の
で
あ
る
。
民
主
同
盟
に
結
集
し
た
知
識
人
の
思
想
的
・
政
治

的
立
場
の
二
〇
年
代
か
ら
四
〇
年
代
に
い
た
る
転
換
・
発
展
の
基
底
に
は
、
著

者
の
重
視
し
た
新
三
民
主
義
を
初
め
と
す
る
二
〇
年
代
の
知
的
遺
産
が
あ
っ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
点
が
、
評
者
の
感
想
の
第
三
で
あ
る
。
こ
の
点
に

つ
い
て
は
、
平
野
氏
も
、
李
公
横
の
一
九
三
五
年
段
階
で
の
思
想
が
国
民
革
命

期
の
「
革
命
的
思
想
」
　
の
復
元
で
あ
っ
た
こ
と
を
実
証
的
に
明
ら
か
に
し
て
い

る
(
前
掲
r
中
国
知
識
人
と
民
主
主
義
思
想
し
第
二
章
参
照
)
。
ま
た
国
家
主

義
を
奉
じ
た
羅
隆
基
・
張
東
謀
ら
は
張
君
勘
と
と
も
に
一
九
三
四
年
に
国
社
党

を
結
成
し
、
三
五
・
六
年
に
は
「
自
由
評
論
』
　
に
拠
っ
て
国
社
党
の
政
治
的
立

丁
ヱ

場
か
ら
抗
日
言
論
を
展
開
し
た
が
、
羅
隆
基
・
張
東
萩
ら
は
、
胡
適
と
と
も
に

二
〇
年
代
に
雑
誌
「
新
月
』
　
に
結
集
し
て
民
主
主
義
を
強
く
求
め
て
い
た
の
で

(
7
-

あ
る
。
彼
ら
の
民
主
化
要
求
の
基
本
的
ラ
イ
ン
は
少
な
く
と
も
二
〇
～
三
〇
年

代
を
通
じ
て
一
貫
し
て
い
た
。
と
す
れ
ば
、
羅
隆
基
ら
の
革
命
へ
の
傾
斜
の
問

題
も
、
そ
の
思
想
的
根
源
を
二
〇
年
代
に
求
め
て
考
え
る
こ
と
も
可
能
か
も
知

れ
な
い
。
こ
う
し
た
傾
向
は
今
日
の
中
国
の
研
究
で
は
、
次
第
に
原
著
に
な
り

つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
梁
漱
浜
に
関
す
る
研
究
か
ら
も
窺
え

る
。
梁
漱
瞑
に
関
し
て
は
著
者
も
考
察
し
、
従
来
言
及
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
か

っ
た
合
作
社
設
立
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
魯
振
祥
氏
は
、
著
者
の
分
析
で

は
充
分
明
ら
か
に
な
ら
な
か
っ
た
梁
の
果
た
し
た
三
〇
年
代
に
お
け
る
積
極
的
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な
役
割
や
、
抗
日
へ
の
傾
斜
の
内
在
的
要
因
に
関
し
て
、
梁
漱
涙
は
「
反
動
で

も
な
く
、
地
主
買
弁
階
級
の
一
員
と
同
列
に
は
で
き
な
い
」
、
郷
村
建
設
の
理

論
は
「
彼
が
農
村
の
改
造
と
民
族
の
自
牧
を
勝
ち
取
る
こ
と
と
を
願
望
し
て
い

た
こ
と
を
確
実
に
現
し
て
い
る
。
正
に
こ
の
よ
う
な
思
想
的
基
礎
を
も
っ
て
い

た
が
ゆ
え
に
、
の
ち
に
彼
は
民
主
政
団
同
盟
の
建
設
に
参
加
し
た
」
と
言
及
し

て

8

-

て
い
る
。

Ⅳ

と
こ
ろ
で
、
従
来
の
三
・
四
〇
年
代
の
民
主
的
知
識
人
を
め
ぐ
る
研
究
史
で

は
第
三
勢
力
研
究
に
精
力
が
集
中
さ
れ
て
き
た
。
確
か
に
、
第
三
勢
力
が
中
国

近
代
史
上
、
民
族
の
解
放
と
民
主
主
義
の
確
立
の
た
め
に
果
た
し
た
役
割
は
大

き
な
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
第
三
勢
力
以
外
の
人
び
と
を
も
含
ん
で
民
主
的

知
識
人
全
体
が
、
総
体
と
し
て
中
国
近
代
史
の
創
造
に
携
わ
っ
た
こ
と
は
間
違

い
な
く
、
ト
ー
タ
ル
な
民
主
的
知
識
人
の
運
動
史
を
描
き
出
そ
う
と
す
れ
ば
、

本
書
の
考
察
範
囲
を
超
え
て
、
第
三
勢
力
と
呼
ば
れ
た
人
び
と
以
外
の
、
多
く

は
「
反
革
命
」
の
格
印
を
押
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
民
主
的
知
識
人
の
系
統
的
な
研

究
が
求
め
ら
れ
て
く
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
こ
れ
が
評
者
の
感
想
の
第
四
の
点

で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
分
析
の
た
め
に
は
、
た
と
え
ば
、
王
金
結
主
編
r
中
国

現
代
資
産
階
級
民
主
運
動
史
し
(
書
林
文
史
出
版
社
、
一
九
八
五
年
)
が
提
示

し
た
よ
う
な
幅
広
い
視
野
1
時
期
的
に
は
第
一
次
世
界
大
戦
中
か
ら
四
九
年

ま
で
、
考
察
の
対
象
は
、
救
国
会
派
や
民
主
同
盟
だ
け
で
な
く
国
民
党
改
組
派

お
よ
び
胡
適
、
張
君
勘
、
曽
埼
、
梁
漱
浜
な
ど
を
含
む
　
-
　
を
参
考
に
し
な
が

ら
知
識
人
の
問
題
を
考
察
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
今
日
再
検
討
す
べ
き
課
題
と
し
て
、
単
に
研
究
対
象
の
範
囲
の

問
題
を
超
え
て
、
知
識
人
の
活
動
に
対
す
る
評
価
基
準
を
ど
の
よ
う
に
確
定
す

る
か
、
と
い
う
問
題
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
本
書
は
、

基
本
的
に
は
革
命
史
の
評
価
基
準
か
ら
第
三
勢
力
の
活
動
を
意
義
づ
け
る
と
い

う
従
来
の
視
点
か
ら
完
全
に
は
自
由
に
な
れ
な
か
っ
た
が
、
評
価
の
指
標
の
再

検
討
と
い
う
課
題
は
、
結
果
が
従
来
と
変
わ
ら
な
い
に
し
て
も
、
避
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
久
保
亨
氏
が
「
安
内

撰
外
」
政
策
を
支
持
し
て
国
民
党
の
資
源
委
員
会
に
参
加
し
、
今
日
の
台
湾
の

経
済
発
展
の
基
礎
を
築
い
た
「
独
立
評
論
し
(
胡
適
主
編
)
系
の
知
識
人
の
活

動
も
ま
た
、
全
民
族
の
抗
戦
を
可
能
に
し
た
重
要
な
要
素
だ
と
指
摘
し
て
い
る

(
9
こ

の
が
興
味
深
い
。

他
方
、
現
在
の
中
国
で
は
中
共
の
指
導
性
を
承
認
す
る
こ
と
は
揺
る
が
な
い

に
し
て
も
、
民
主
同
盟
の
政
治
路
線
を
中
間
路
線
と
考
え
る
べ
き
か
否
か
を
め

(川)

ぐ
っ
て
論
争
が
展
開
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
論
議
さ
れ
て
い
る
の

は
、
抗
戦
後
の
内
戦
の
過
程
で
民
主
同
盟
の
果
た
し
た
積
極
的
役
割
を
承
認
す

る
か
ど
う
か
と
い
う
レ
ベ
ル
を
超
え
て
、
民
主
同
盟
の
独
自
性
を
承
認
す
る
か

否
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
一
九
四
七
年
の
民
盟

解
散
か
ら
翌
年
の
再
建
・
中
共
の
革
命
路
線
の
承
認
へ
と
至
る
過
程
を
、
「
原

則
を
も
っ
た
妥
協
」
と
み
な
し
、
国
民
党
の
解
散
命
令
を
受
け
入
れ
な
が
ら
も

自
ら
の
闘
争
を
継
続
し
た
民
盟
の
一
貫
し
た
歴
史
の
一
コ
マ
と
捉
え
る
か
、
そ

れ
と
も
中
間
路
線
の
破
産
の
過
程
と
み
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
前
者
の
立

場
に
立
つ
時
、
民
盟
の
歴
史
は
「
始
終
是
非
を
明
ら
か
に
し
て
民
主
の
旗
か
こ
局

く
掲
げ
、
国
民
党
落
介
石
の
専
制
独
裁
に
反
対
し
、
愛
国
、
民
主
、
革
命
を
主

張
し
、
広
大
な
人
民
に
憤
斜
し
た
」
歴
史
と
し
て
措
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
前
者
の
立
場
は
必
然
的
に
中
共
の
相
対
化
に
つ
な
が
る
の
だ
ろ
う
。
た

と
え
ば
、
「
民
盟
は
民
主
革
命
時
期
に
共
産
党
の
な
し
え
な
か
っ
た
特
殊
な
作

用
を
及
ぼ
し
た
」
と
見
な
し
、
民
盟
は
「
資
産
搭
綾
共
和
国
」
の
樹
立
を
目
指

し
た
の
で
は
な
い
と
指
摘
し
た
湯
宝
一
氏
は
、
内
戦
期
の
中
共
と
民
盟
と
の
国

70
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民
党
に
対
す
る
政
治
的
対
応
の
共
通
面
を
重
視
し
、
民
盟
総
部
の
解
散
を
「
動

揺
分
子
」
　
の
「
投
降
」
と
し
て
批
判
す
る
人
々
は
、
中
共
が
国
民
党
の
命
令
に

従
っ
て
国
民
党
統
治
区
の
弁
事
処
を
延
安
へ
撤
収
し
た
こ
と
を
ど
う
理
解
す
る

の
か
、
と
述
.
へ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
国
側
の
新
し
い
傾
向
は
究
極
的
に
は
民

主
的
知
識
人
の
積
極
的
独
自
性
を
ど
こ
ま
で
認
め
る
の
か
、
つ
ま
り
内
戦
期
に

お
け
る
中
共
の
役
割
を
ど
こ
ま
で
相
対
化
す
る
の
か
と
い
う
問
題
を
提
示
し
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
総
じ
て
民
主
的
知
識
人
の
評
価
問
題
は
、
中
国
の
変

革
の
"
道
"
は
果
た
し
て
一
つ
だ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
抗
戦
期
二
九
三
一

～
一
九
四
五
年
)
　
か
ら
内
戦
勝
利
ま
で
の
中
共
の
政
治
的
役
割
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
だ
っ
た
の
か
、
と
い
う
研
究
課
題
へ
の
真
筆
な
考
察
を
要
求
す
る
も
の

と
な
ろ
う
。

(
汲
古
書
院
、
一
九
八
七
年
一
二
月
発
行
、
A
五
判
、

三
五
五
頁
、
五
〇
〇
〇
円
)

註
(
1
)
　
拙
稿
「
中
国
に
お
け
る
最
近
の
研
究
動
向
　
-
　
抗
日
戦
争
(
日
中
戦

争
)
1
」
「
歴
史
評
論
」
　
四
四
七
号
二
九
八
七
年
)
。
拙
稿
以
降
の

中
国
に
お
け
る
知
識
人
を
め
ぐ
る
研
究
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
叙
述
を

参
照
さ
れ
た
い
。

(
2
)
　
評
者
は
、
菊
池
一
隆
氏
の
い
う
「
反
帝
」
の
側
面
で
は
曽
埼
ら
の
国

家
主
義
者
グ
ル
ー
プ
も
有
意
義
な
役
割
を
果
た
し
た
と
い
う
表
現
の
意

味
す
る
と
こ
ろ
は
、
曽
埼
ら
の
日
本
に
対
す
る
対
応
が
、
彼
ら
の
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
は
さ
て
お
き
抗
日
に
と
っ
て
な
に
が
し
か
の
役
に
立
っ
た
、

と
い
う
こ
と
だ
と
理
解
し
て
い
る
。
著
者
の
分
析
か
ら
青
年
党
の
思
想

の
本
質
は
、
反
帝
国
主
義
と
は
異
質
な
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か

だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
国
家
主
義
者
と
一
口
で
言
っ
て
も
、
救
国
会

派
の
王
道
時
も
少
な
く
と
も
一
九
二
〇
年
代
は
国
家
主
義
者
で
あ
っ
た

の
で
あ
り
、
中
国
に
お
け
る
国
家
主
義
思
想
史
に
関
す
る
よ
り
深
い
検

討
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

(
3
)
　
邱
銭
牧
r
中
国
民
主
党
派
史
」
折
江
教
育
出
版
社
二
九
八
七
年
)
、

姜
平
「
中
国
民
主
党
派
史
」
武
漢
大
学
出
版
社
二
九
八
七
年
)
。

(
4
)
　
抗
日
戦
争
時
期
の
民
主
党
派
と
し
て
三
党
三
派
を
位
置
づ
け
る
こ
と

が
、
中
国
で
は
一
般
的
で
あ
る
(
た
と
え
ば
、
揚
恒
源
「
論
民
主
党
派

対
干
以
国
共
合
作
為
基
礎
的
抗
日
民
族
統
一
戦
線
的
政
治
主
張
」
「
蘇

州
大
学
学
報
‥
哲
社
版
」
一
九
八
七
年
三
期
[
復
印
報
刊
資
料
r
中
国

現
代
史
」
一
九
八
七
年
九
期
]
)
。
事
実
の
問
題
と
し
て
民
主
同
盟
の
初

期
の
指
導
者
の
多
く
は
青
年
党
、
国
社
党
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
た
め
抗

日
期
に
問
題
を
限
定
し
た
と
き
、
こ
れ
ら
の
後
に
民
盟
か
ら
脱
落
す
る

政
党
も
民
主
党
派
か
ら
排
除
で
き
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

(
5
)
　
石
川
照
子
「
宋
慶
齢
研
究
の
現
状
と
課
題
」
津
田
塾
大
学
「
国
際
関

係
学
研
究
」
一
二
号
別
冊
二
九
八
六
年
)
参
照
。

(
6
)
　
拙
稿
「
抗
日
言
論
の
一
潮
流
　
-
　
r
自
由
評
論
」
誌
上
に
み
え
る
抗

日
論
」
r
史
学
研
究
し
一
七
八
号
二
九
八
八
年
)
。

(
7
)
　
秦
英
居
「
人
権
派
政
治
思
想
浅
析
」
r
史
学
月
刊
』
一
九
八
六
年
]
ハ

期
、
富
永
康
他
「
浅
論
人
権
派
的
政
治
思
想
」
r
遼
寧
師
範
大
学
学
報
‥

社
会
科
学
版
』
一
九
八
七
年
一
期
(
復
印
報
刊
資
料
「
中
国
現
代
史
」

一
九
八
七
年
二
期
)
、
劉
健
清
「
人
権
派
論
略
」
r
南
開
大
学
報
」
一
九

八
七
年
二
期
な
ど
。

(
8
)
　
魯
振
祥
「
三
十
年
代
郷
村
建
設
運
動
的
初
歩
考
察
」
r
政
治
学
研
究
し

一
九
八
七
年
四
期
(
復
印
報
刊
資
料
r
中
国
現
代
史
」
一
九
八
七
年
八

期)。

(
9
)
　
池
田
誠
編
著
「
抗
日
戦
争
と
中
国
民
衆
」
(
法
律
文
化
社
、
一
九
八
　
7
1

七
年
)
　
に
対
す
る
久
保
亨
氏
の
書
評
(
r
歴
史
評
論
」
　
四
五
八
号
、
一



九
八
八
年
)
参
照
。

(
1
0
)
　
註
回
の
ほ
か
に
曲
青
山
・
田
常
春
「
論
解
放
戦
争
時
期
的
中
国
民
主

同
盟
与
中
間
路
線
　
-
　
兼
評
民
盟
歴
史
研
究
中
的
両
種
傾
向
」
r
青
海

社
会
科
学
』
一
九
八
七
年
二
期
(
復
印
報
刊
資
料
『
中
国
現
代
史
h
 
l

九
八
七
年
六
期
)
、
宋
連
勝
・
呂
雅
範
「
試
論
中
間
党
派
在
抗
日
戦
争

中
的
作
用
及
其
特
点
」
『
長
自
学
刊
』
一
九
八
七
年
三
期
(
復
印
報
刊

資
料
F
中
国
現
代
史
』
一
九
八
七
年
八
期
)
、
湯
宝
一
「
対
批
判
民
盟

中
間
路
線
的
反
思
」
「
南
京
大
学
学
報
=
哲
社
版
』
一
九
八
七
年
三
期

(
復
印
報
刊
資
料
r
中
国
現
代
史
」
一
九
八
七
年
九
期
)
。

(
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
)
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一
七
九
号
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表

〔
井
内
太
郎
氏
論
説
)
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下
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行
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上
段
(
註
)

〔
池
田
忠
氏
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四
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下
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九
行
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上
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